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第�問 （選択問題）（配点 ２０）

点 A（�，�，�）を通り，ベクトル u＝（�，�，�）に平行な直線を lとする。

また，点 B（�，�，－�）を通り，ベクトル v＝（�，�，�）に平行な直線をmと

する。l上の点 Pからmに下ろした垂線の足を P′とする。また，m上の点 Qか

ら lに下ろした垂線の足を Q′とする。PP′＝ QQ′かつ
��
PP′⊥

��
QQ′となる Pと

Qを求めよう。

なお，「点 Pからmに下ろした垂線の足」とは，点 Pからひいたmの垂線とm

との交点のことである。

� 実数 t，t′，s，s′により

��
AP ＝ tu，

��
BP′＝ t′v，

��
BQ ＝ sv，

��
AQ′＝ s′u

と表される。直線 PP′と直線mが直交するから

t′＝ ア ＋
イ

ウ
t

である。ベクトル
��
PP′の成分を tを用いて表すと

��
PP′＝
�
� エ －

オ

カ
t， キ － t， クケ ＋

コ

サ
t
�
	

である。同様に直線 QQ′と直線 lが直交するから

s′＝
�
� ＋

�
� s

である。ベクトル
��
QQ′の成分を sを用いて表すと

��
QQ′＝
�
�

シ

ス
－

セ

ソ
s，

タチ

ツ
＋

テ

ト
s， ナ － s

�
	

である。

（数学�・数学Ｂ第�問は次ページに続く。）

数学�・数学Ｂ
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問題と解答は、独立行政法人　大学入試センターホームページより転載しています。

ただし、著作権上の都合により、一部の問題・画像を省略しています。

http://www.js88.com

http://jyuku.js88.com
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